ブータンの世紀の実験｢ ＧＮＨ（国民総幸福）による国づくり」の実態と今後 ラダックと比較して by 大橋 照枝 & Terue Ohashi
ブ
ー
タ
ン
の
世
紀
の
実
験
?Ｇ
Ｎ
Ｈ
（
国
民
総
幸
福
）
に
よ
る
国
づ
く
り
」
の
実
態
と
今
後
ラ
ダ
ッ
ク
と
比
較
し
て
大
橋
照
枝
目
次
は
じ
め
に
一
ブ
ー
タ
ン
の
Ｇ
Ｎ
Ｈ
は
国
を
挙
げ
て
の
世
紀
の
実
践
二
Ｇ
Ｎ
Ｈ
の
誕
生
三
Ｇ
Ｎ
Ｈ
の
四
つ
の
戦
略
的
目
標
と
九
つ
の
指
標
四
同
じ
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
カ
ー
ギ
ュ
派
の
文
化
を
も
つ
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
国
ラ
ダ
ッ
ク
と
の
比
較
五
ラ
ダ
ッ
ク
「
懐
か
し
い
未
来
」
六
Ｇ
Ｎ
Ｈ
に
関
す
る
国
民
意
識
調
査
七
第
二
回
Ｇ
Ｎ
Ｈ
調
査
に
見
る
ブ
ー
タ
ン
の
近
未
来
八
第
二
回
Ｇ
Ｎ
Ｈ
調
査
に
見
る
ブ
ー
タ
ン
社
会
の
問
題
点
九
ラ
ダ
ッ
ク
と
ブ
ー
タ
ン
、
一
致
点
と
相
異
点
一〇
ラ
ダ
ッ
ク
を
襲
う
金
銭
経
済
一一
ラ
ダ
ッ
ク
の
実
態
か
ら
学
ぶ
〞
幸
福
〝
の
あ
り
方
一二
ラ
ダ
ッ
ク
と
ブ
ー
タ
ン
の
共
通
性
は
じ
め
に
☆
Ｇ
Ｄ
Ｐ
批
判
と
代
替
指
標
の
開
発
経
済
の
大
き
さ
だ
け
の
指
標
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
に
対
し
て
は
、
一
九
三
二
年
に
米
国
商
務
省
か
ら
国
の
経
済
力
を
年
度
ご
と
に
比
較
し
た
り
、
他
国
の
経
済
力
と
比
較
し
た
り
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
委
託
さ
れ
Ｇ
Ｎ
Ｐ
（
国
民
総
生
産
）
を
開
発
し
た
経
済
学
者
サ
イ
モ
ン
・
三
三
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
（
一
九
〇
一
〜
一
九
八
五
）
は
、
こ
の
尺
度
が
あ
た
か
も
豊
か
さ
の
尺
度
で
あ
る
か
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
一
人
歩
き
を
し
て
い
く
の
を
見
て
、
一
九
三
四
年
に
「
Ｇ
Ｎ
Ｐ
と
い
っ
た
か
た
ち
で
測
定
さ
れ
た
所
得
か
ら
は
、
国
の
豊
か
さ
は
ほ
と
ん
ど
推
し
測
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
ア
メ
リ
カ
議
会
に
あ
て
た
最
初
の
報
告
書
で
述
べ
て
?１
）
い
た
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
人
間
の
幸
せ
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
の
戦
争
、
交
通
事
故
、
自
殺
、
離
婚
、
環
境
破
壊
な
ど
が
生
じ
て
も
金
銭
的
支
払
い
が
生
じ
る
と
加
算
し
増
大
す
る
。
一
方
人
間
の
福
祉
に
と
っ
て
不
可
欠
な
家
庭
内
の
家
事
・
育
児
・
介
護
（
主
と
し
て
女
性
が
担
っ
て
い
る
）
に
は
金
銭
的
支
払
い
が
伴
わ
な
い
（
市
場
を
経
由
し
な
い
）
と
い
う
こ
と
で
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
は
一
切
加
算
さ
れ
な
い
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
こ
の
欠
点
を
カ
バ
ー
す
る
指
標
を
求
め
て
、
一
九
七
二
年
に
Ｍ
Ｅ
Ｗ
（M
easure of E
conom
ic W
elfare
経
済
福
祉
尺
度
）
を
ノ
ー
ド
ハ
ウ
ス
と
ト
ー
ビ
ン
が
提
?２
）
案
し
、
ま
た
翌
年
Ｎ
Ｎ
Ｗ
（N
et
 
N
ational
 
W
elfare
国
民
純
?３
）
福
祉
）
を
日
本
の
経
済
審
議
会
Ｎ
Ｎ
Ｗ
開
発
委
員
会
が
開
発
し
た
が
、
い
ず
れ
も
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
凌
駕
す
る
決
定
打
と
は
な
り
え
な
か
っ
た
。そ
の
後
、
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ａ
（System
 
of E
nvironm
ental and
 
E
co-
nom
ic accounting
環
境
経
済
統
合
勘
定
）
が
開
発
さ
れ
各
国
で
そ
れ
な
り
に
活
用
さ
れ
て
い
る
（
日
本
で
は
、
内
閣
府
経
済
社
会
総
合
研
究
所
で
算
出
さ
れ
活
用
さ
れ
て
い
る
）。
ハ
ー
マ
ン
・
デ
ィ
リ
ー
ら
が
八
〇
年
代
に
開
発
し
た
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｗ
（Index
 
of Sustainable E
conom
ic W
elfare
持
続
可
能
な
経
済
福
祉
尺
度
）
や
九
〇
年
代
に
そ
の
進
化
形
と
し
て
登
場
し
た
Ｇ
Ｐ
Ｉ
（G
enuine P
rog-
ress Indicator
真
の
進
歩
指
標
）
は
、
一
〇
数
カ
国
で
算
出
さ
れ
る
に
止
ま
っ
て
い
る
。
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
（
国
連
開
発
計
画
）
が
一
九
九
〇
年
か
ら
毎
年
世
界
各
国
の
Ｈ
Ｄ
Ｉ
値
（H
um
an D
evelopm
ent Index
人
間
開
発
指
数
）
を
「
人
間
開
発
報
告
書
」
で
、
発
表
し
て
本
年
で
一
二
年
目
と
な
る
。
☆
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
幸
福
を
測
る
の
に
は
向
い
て
い
な
い
が
経
済
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
指
標
と
し
て
有
用
（
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
委
員
会
）
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
凌
駕
す
る
指
標
は
ま
だ
開
発
さ
れ
て
い
な
い
が
、
一
つ
エ
ポ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン
グ
な
動
き
と
し
て
二
〇
〇
七
年
に
Ｅ
Ｕ
で“B
eyond G
D
P
”
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
超
え
て
）
の
動
き
が
あ
り
、
二
〇
〇
七
年
一
一
月
一
九
日
〜
二
〇
日
、
ベ
ル
ギ
ー
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
欧
州
委
員
会
、
欧
州
議
会
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）、
Ｗ
Ｗ
Ｆ
、
ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ
の
主
催
で
「B
eyond G
D
P C
onference
」
が
開
催
さ
れ
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
問
題
に
つ
い
て
、
従
来
か
ら
の
批
判
を
継
承
し
、
国
連
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
、
世
界
銀
行
を
含
む
他
の
機
関
と
と
も
に
、
他
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
越
え
た
尺
度
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の
必
要
性
を
訴
え
る
政
治
的
合
意
が
で
き
て
い
る
」
と
総
括
さ
れ
て
?４
）
い
る
。
こ
の
流
れ
か
ら
、
二
〇
〇
八
年
四
月
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
サ
ル
コ
ジ
大
統
領
は
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
経
済
学
者
の
ジ
ョ
セ
フ
・
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
や
ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・
セ
ン
ら
に
委
嘱
し
て
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
越
え
る
尺
度
を
出
し
て
ほ
し
い
と
し
た
。
事
務
局
に
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
統
計
局
、
Ｏ
Ｆ
Ｃ
Ｅ
（
フ
ラ
ン
ス
景
気
観
測
所
）
が
連
携
。
Ｃ
Ｍ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
Ｐ
（C
om
ission
 
on the M
easurem
ent of E
conom
ic P
erform
ance and Social
 
P
rogress
経
済
成
果
と
社
会
進
歩
の
計
測
委
員
会
）
と
称
さ
れ
る
同
委
員
会
は
、
通
称
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
委
員
会
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
九
年
九
月
、
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
委
員
会
は
、
報
告
書
を
出
し
た
。
そ
の
中
で
同
委
員
会
は
、「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
経
済
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
代
表
的
指
標
で
、
幸
福
を
測
る
指
標
と
し
て
は
適
切
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
経
済
活
動
の
評
価
指
標
と
し
て
有
用
」
と
の
視
点
を
出
し
て
?５
）
い
る
。
一
方
、
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
、
統
計
局
長
が
参
画
し
、
ま
た
事
務
局
と
も
な
っ
て
い
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
、
二
〇
一
一
年
に
「
よ
り
よ
い
暮
し
指
標
」（O
E
C
D w
ell
?being indicators
）
を
発
表
し
た
。
昨
年
が
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
設
立
五
〇
周
年
で
も
あ
り
、
エ
ポ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン
グ
な
出
版
物
と
し
て
の
意
味
も
あ
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
幸
福
指
数
は
、
一
一
の
分
野
（
①
所
得
と
富
、
②
職
業
と
収
入
、
③
住
宅
事
情
、
④
健
康
状
態
、
⑤
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
、
⑥
教
育
と
技
術
、
⑦
社
会
的
関
係
、
⑧
市
民
参
加
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
⑨
環
境
の
質
、
?
個
人
の
安
全
、
?
主
観
的
幸
福
感
）
に
、
約
二
一
の
デ
ー
タ
を
導
入
し
て
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
三
四
カ
国
を
中
心
に
比
較
し
て
い
る
。
こ
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
幸
福
指
数
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
デ
ー
タ
の
使
い
方
に
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
お
り
、
指
標
と
し
て
の
意
義
は
大
き
い
。
し
か
し
、
筆
者
が
提
案
し
て
い
る
、〞
将
来
世
代
に
ツ
ケ
を
回
し
て
い
な
い
か
〝（
例
え
ば
、
一
五
歳
〜
二
四
歳
の
若
者
の
失
業
率
、
子
供
の
貧
困
率
?
一
八
歳
未
満
?）
に
つ
い
て
は
そ
の
項
目
は
な
く
、
そ
の
視
点
も
な
い
の
が
、
悔
や
ま
れ
る
。
二
〇
一
一
年
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
幸
福
指
数
が
提
起
さ
れ
た
。
日
本
で
は
法
政
大
学
大
学
院
の
坂
本
光
司
教
授
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
算
出
し
た
四
〇
指
標
で
み
る
全
国
自
治
体
の
幸
?６
）
福
度
。
環
境
、
経
済
、
暮
ら
し
の
三
つ
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
発
展
し
て
い
る
か
を
み
る
日
本
経
済
新
聞
の
九
〇
の
関
係
す
る
指
数
に
基
づ
く
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
（
持
続
可
能
な
）
都
市
ラ
ン
キ
?７
）
ン
グ
」（
二
〇
一
一
年
一
〇
月
）、
ま
た
ド
イ
ツ
で
は
ド
イ
チ
ェ
・
ポ
ス
ト
が
「
ド
イ
ツ
幸
福
地
図
」
を
示
し
た
。
ド
イ
ツ
の
地
図
の
上
で
、
ど
の
地
域
が
幸
福
度
が
高
い
か
を
示
し
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
が
、
ド
イ
ツ
の
中
で
最
も
幸
福
度
が
高
い
と
出
て
?８
）
い
る
。
ブータンの世紀の実験「GNH（国民総幸福）による国づくり」の実態と今後
三
五
一ブ
ー
タ
ン
の
Ｇ
Ｎ
Ｈ
は
国
を
挙
げ
て
の
世
紀
の
実
践
こ
の
よ
う
に
、
世
界
中
が
、
幸
福
の
尺
度
や
あ
り
方
を
求
め
て
い
る
中
で
、
ブ
ー
タ
ン
（
人
口
七
〇
万
人
、
面
積
九
州
の
〇
・
九
倍
（
四
六
・
五
〇
〇
㎢
））
は
、
Ｇ
Ｎ
Ｈ
（
国
民
総
幸
福
）
を
国
是
と
し
、
そ
の
実
践
を
国
の
政
治
や
行
政
の
政
策
の
中
に
き
ち
ん
と
折
り
込
ん
で
、
実
行
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
幸
福
実
現
大
国
と
し
て
、
世
紀
の
実
験
を
し
て
い
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
点
幸
福
指
標
Ｇ
Ｎ
Ｈ
は
ブ
ー
タ
ン
が
国
策
と
し
て
実
践
し
て
い
る
点
で
他
の
指
標
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
二
Ｇ
Ｎ
Ｈ
の
誕
生
Ｇ
Ｎ
Ｈ
は
、
ジ
グ
メ
・
シ
ン
ゲ
・
ワ
ン
チ
ュ
ク
第
四
代
国
王
（
在
位
一
九
七
二
〜
二
〇
〇
六
年
）
が
、
二
一
歳
で
一
九
七
六
年
一
二
月
の
ス
リ
ラ
ン
カ
の
コ
ロ
ン
ボ
で
の
第
五
回
非
同
盟
諸
国
会
議
に
出
席
後
の
記
者
会
見
で
、
“G
ross N
ational H
appiness is m
ore im
portant than G
ross
 
N
ational P
roduct”
と
発
言
し
て
、
Ｇ
Ｎ
Ｈ
が
国
際
的
に
発
信
さ
?９
）
れ
た
。
第
四
代
国
王
は
一
九
七
二
年
、
英
国
留
学
か
ら
の
帰
国
後
一
六
歳
で
、
第
三
代
国
王
の
死
に
よ
り
、
国
王
と
し
て
即
位
し
て
い
る
。
Ｇ
Ｎ
Ｈ
の
発
想
は
、
即
位
当
時
、
国
の
各
地
を
回
り
な
が
ら
、
ブ
ー
タ
ン
は
Ｇ
Ｎ
Ｐ
で
は
小
さ
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
Ｇ
Ｎ
Ｈ
で
は
ど
こ
に
も
負
け
な
い
国
に
で
き
る
と
発
想
し
た
と
聞
い
て
い
る
。
二
〇
〇
八
年
、
第
四
回
Ｇ
Ｎ
Ｈ
国
際
会
議
が
、
ブ
ー
タ
ン
の
首
都
テ
ィ
ン
プ
ー
で
開
催
さ
れ
、
九
〇
人
の
出
席
者
全
員
が
一
人
一
人
第
五
代
国
王
と
言
葉
を
交
わ
し
た
あ
と
、
昼
食
を
ご
ち
そ
う
に
な
っ
て
い
た
時
「
私
も
、
父
が
し
た
よ
う
に
、
ブ
ー
タ
ン
の
国
を
す
み
ず
み
ま
で
回
り
た
い
」
と
話
を
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
、
Ｇ
Ｎ
Ｈ
の
発
想
は
、
第
四
代
国
王
が
一
六
歳
で
即
位
し
た
あ
と
、
数
年
間
に
発
想
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
英
語
で
の
発
信
は
公
式
に
国
際
的
に
知
ら
れ
る
鍵
と
な
る
の
で
一
九
七
六
年
を
Ｇ
Ｎ
Ｈ
発
表
の
年
と
し
た
い
。本
年
で
Ｇ
Ｎ
Ｈ
の
歴
史
は
三
六
年
目
と
な
る
。
三
Ｇ
Ｎ
Ｈ
の
四
つ
の
戦
略
的
目
標
と
九
つ
の
指
標
ブ
ー
タ
ン
の
Ｇ
Ｎ
Ｈ
が
、
他
の
幸
福
指
数
と
異
な
る
点
は
前
述
の
よ
う
に
、
国
を
あ
げ
て
の
実
践
の
手
段
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
、
ブ
ー
タ
ン
が
今
ま
で
三
回
行
っ
て
い
る
Ｇ
Ｎ
Ｈ
の
国
民
意
識
調
査
に
、
具
現
化
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
調
査
結
果
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
解
説
し
て
み
た
い
。
Ｇ
Ｎ
Ｈ
は
、
一
九
九
〇
年
代
ま
で
は
、
四
つ
の
戦
略
的
目
標
が
中
心
で
あ
三
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?10
）
っ
た
。
つ
ま
り
「
経
済
的
自
立
」「
環
境
保
護
」「
文
化
の
推
進
」「
良
き
統
治
」
の
四
本
柱
で
あ
り
、
こ
の
四
本
柱
は
、
今
日
も
、
Ｇ
Ｎ
Ｈ
の
基
本
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
二
〇
〇
六
年
に
、
ブ
ー
タ
ン
総
研
（
ブ
ー
タ
ン
国
営
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
）
が
、
Ｇ
Ｎ
Ｈ
の
九
つ
の
指
標
を
提
唱
し
て
、
Ｇ
Ｎ
Ｈ
の
中
味
が
よ
り
具
体
的
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
①
時
間
の
使
い
方
と
バ
ラ
ン
ス
②
良
き
統
治
③
人
々
の
健
康
④
文
化
の
多
様
性
⑤
地
域
の
活
力
⑥
生
活
水
準
・
所
得
⑦
精
神
面
の
幸
福
⑧
環
境
の
多
様
性
と
活
力
⑨
教
育
の
九
つ
の
指
標
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
Ｇ
Ｎ
Ｈ
に
関
す
る
意
識
調
査
は
、
三
回
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
に
二
〇
〇
五
年
に
、
世
論
調
査
で
「
あ
な
た
は
幸
福
で
す
か
」
と
の
一
問
だ
け
調
査
が
行
な
わ
れ
〞
九
七
％
が
幸
福
と
答
え
た
〝
と
い
う
有
名
な
結
果
が
出
て
?11
）
い
る
。
ブ
ー
タ
ン
の
貧
困
率
は
、
二
三
・
二
％
と
さ
れ
て
い
る
が
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
カ
ー
ギ
ュ
派
の
教
え
が
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
浸
透
し
、
と
く
に
「
互
助
・
互
恵
」（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
寄
付
）
は
、『
寄
付
白
書
二
〇
一
〇
』（
日
本
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
協
会
編
、
日
本
経
団
連
出
版
、
二
〇
一
一
）
で
み
る
日
本
の
数
値
を
は
る
か
に
上
回
る
。
そ
の
た
め
例
え
貧
し
く
と
も
、
誰
か
が
助
け
て
く
れ
る
と
い
う
安
心
感
が
あ
る
た
め
だ
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
寄
付
は
、
個
人
間
の
や
り
と
り
で
あ
る
た
め
、
市
場
を
経
由
し
な
い
。
そ
の
た
め
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
は
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
小
さ
く
と
も
、
互
助
・
互
恵
が
あ
る
た
め
幸
福
感
が
高
い
と
い
え
る
の
だ
。
四
同
じ
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
カ
ー
ギ
ュ
派
の
文
化
を
も
つ
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
国
ラ
ダ
ッ
ク
と
の
比
較
ブ
ー
タ
ン
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
東
側
の
内
陸
国
で
、
ジ
グ
メ
・
シ
ン
ゲ
・
ワ
ン
チ
ュ
ク
第
四
代
国
王
（
在
位
一
九
七
二
〜
二
〇
〇
六
年
）
が
即
位
さ
れ
る
頃
ま
で
は
鎖
国
同
然
で
、
桃
源
郷
の
よ
う
な
風
景
が
存
在
し
て
お
り
、
日
本
人
始
め
、
多
く
の
旅
行
者
に
郷
愁
を
感
じ
さ
せ
る
。
筆
者
の
認
識
で
は
、
ブ
ー
タ
ン
は
森
林
率
が
国
土
の
七
二
％
あ
り
（
そ
れ
を
六
〇
％
以
下
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
憲
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
）、
日
本
も
森
林
率
は
六
六
％
あ
り
、
新
幹
線
の
車
窓
か
ら
見
え
る
日
本
の
里
山
風
景
が
、
ブ
ー
タ
ン
に
来
て
三
七
ブータンの世紀の実験「GNH（国民総幸福）による国づくり」の実態と今後
よ
み
が
え
り
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
を
感
じ
さ
せ
る
の
だ
。
第
四
代
国
王
は
、
退
位
後
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
、
王
政
を
廃
止
し
て
、
立
憲
議
会
制
民
主
主
義
国
と
す
べ
く
、
総
選
挙
や
憲
法
公
布
へ
の
道
筋
を
つ
け
て
退
位
さ
れ
た
。
憲
法
は
、
第
四
代
国
王
在
位
中
に
、
世
界
一
〇
〇
カ
国
の
憲
法
を
集
め
て
参
考
に
す
る
「
憲
法
起
草
委
員
会
」
を
組
織
し
、
日
本
国
憲
法
に
も
な
い
〞
民
主
主
義
〝〞
環
境
権
〝
を
き
っ
ち
り
と
折
り
込
み
、
国
王
の
定
年
を
六
五
歳
と
し
て
議
会
の
三
分
の
二
以
上
が
賛
成
す
れ
ば
国
王
を
罷
免
で
き
る
と
し
、
第
九
章
に
「
Ｇ
Ｎ
Ｈ
を
国
是
と
す
る
」
と
う
た
っ
た
。
こ
う
い
う
筋
道
を
つ
け
て
二
〇
〇
八
年
三
月
の
総
選
挙
で
、
七
八
・
八
％
の
高
投
票
率
で
議
会
が
ス
タ
ー
ト
。
二
〇
〇
八
年
七
月
一
八
日
憲
法
が
発
行
さ
れ
た
。
ブ
ー
タ
ン
は
、
前
国
王
の
指
令
で
一
九
八
九
年
一
月
六
日
「
固
有
の
文
化
を
守
る
こ
と
を
国
是
と
し
、
王
宮
、
役
所
、
学
校
、
職
場
、
寺
院
、
公
式
の
場
で
は
、
男
性
は
ゴ
、
女
性
は
キ
ラ
と
い
う
民
族
衣
裳
を
着
用
す
る
な
ど
」
が
指
示
さ
れ
て
い
る
。
ブ
ー
タ
ン
人
の
「
ブ
ー
タ
ン
の
毎
日
の
生
活
の
伝
統
を
守
る
こ
と
」
を
〞
非
常
に
重
要
〝（
八
六
・
三
％
）、〞
重
要
〝（
一
二
・
六
％
）
と
す
る
率
が
計
九
八
・
九
％
に
も
及
ん
で
い
る
（
詳
細
は
後
述
）。
ま
た
、
ブ
ー
タ
ン
社
会
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
も
い
わ
れ
る
〞
互
い
に
絆
を
大
切
に
す
る
〝
と
い
う
、「
デ
ィ
グ
ラ
ム
・
ナ
ム
ザ
」
を
重
要
と
す
る
率
は
九
三
・
七
％
に
達
し
て
お
り
、
ブ
ー
タ
ン
人
の
〞
人
生
の
目
標
で
大
切
な
も
の
〝
は
「
家
族
生
活
」（
九
五
・
一
％
）
と
な
っ
て
い
て
（
い
ず
れ
も
後
で
紹
介
す
る
、
ブ
ー
タ
ン
の
Ｇ
Ｎ
Ｈ
の
意
識
調
査
第
二
回
よ
り
）、
ブ
ー
タ
ン
は
、
王
が
イ
メ
ー
ジ
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
存
在
し
、
一
般
国
民
は
ブ
ー
タ
ン
の
文
化
や
絆
や
、
ブ
ー
タ
ン
人
が
最
も
大
切
に
し
て
い
る
「
家
族
生
活
」
を
重
視
し
て
お
り
、
近
年
、
テ
ィ
ン
プ
ー
の
消
費
社
会
が
拡
大
し
、
ブ
ー
タ
ン
ら
し
さ
が
失
わ
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
が
報
道
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
ん
な
に
当
ら
な
い
と
い
え
る
。
五
ラ
ダ
ッ
ク
「
懐
か
し
い
未
来
」
同
じ
く
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
元
王
国
ラ
ダ
ッ
ク
と
い
う
国
が
、
ブ
ー
タ
ン
と
同
じ
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
カ
ー
ギ
ュ
派
を
信
奉
し
て
い
る
。
こ
の
国
は
、
元
は
ブ
ー
タ
ン
の
よ
う
に
王
国
で
一
八
四
六
年
に
ジ
ャ
ン
ム
ー
・
カ
シ
ミ
ー
ル
藩
主
の
統
治
下
に
あ
っ
た
が
一
九
四
七
年
、
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
戦
争
後
、
イ
ン
ド
連
邦
と
な
り
、
現
在
は
、
イ
ン
ド
の
ジ
ャ
ン
ム
ー
・
カ
シ
ミ
ー
ル
州
東
部
の
地
方
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ラ
ダ
ッ
ク
が
、
イ
ン
ド
か
ら
押
し
寄
せ
る
文
明
や
開
発
の
波
に
洗
わ
れ
伝
統
文
化
が
崩
壊
し
、
人
々
の
平
和
で
幸
せ
な
世
界
が
失
わ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
出
身
の
言
語
学
者
で
一
九
七
五
年
か
ら
二
年
間
ラ
三
八
第17号 2012年比較文明研究
ダ
ッ
ク
に
住
ん
で
直
面
し
た
、
ヘ
レ
ナ
・
ノ
ー
バ
ー
グ
・
ホ
ッ
ジ
氏
が
『
ラ
ダ
ッ
ク
懐
か
し
い
未
来
』（
山
と
渓
谷
社
二
〇
〇
三
年
刊
、「
懐
か
し
い
未
来
」
翻
訳
委
員
会
・
訳
）
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
に
訴
え
て
い
る
。
又
、
ヘ
レ
ナ
は
こ
の
テ
ー
マ
で
、
映
画
「
幸
せ
の
経
済
学
」
を
制
作
し
、
日
本
で
も
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
が
自
主
上
映
し
て
い
る
。
本
論
は
、
ブ
ー
タ
ン
の
Ｇ
Ｎ
Ｈ
政
策
実
現
行
政
の
実
態
と
、
二
一
世
紀
の
幸
福
国
家
樹
立
と
い
う
壮
大
な
実
験
の
成
り
行
き
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
国
と
い
う
形
態
を
失
っ
た
ラ
ダ
ッ
ク
と
比
較
し
て
、
何
か
ブ
ー
タ
ン
の
将
来
に
も
懸
念
す
る
こ
と
は
な
い
の
か
に
つ
い
て
も
述
べ
て
み
た
い
。
六
Ｇ
Ｎ
Ｈ
に
関
す
る
国
民
意
識
調
査
国
民
の
Ｇ
Ｎ
Ｈ
に
関
す
る
意
識
調
査
は
、
次
の
三
回
行
わ
れ
て
い
る
。
第
一
回
調
査
、
二
〇
〇
六
年
九
月
〜
二
〇
〇
七
年
一
月
、
一
五
歳
以
上
三
五
〇
サ
ン
プ
ル
で
五
七
の
質
問
項
目
。
ブ
ー
タ
ン
二
〇
県
中
、
九
県
で
行
な
わ
れ
た
（P
aro,
P
unakha,
T
him
phu,
T
rongsa,
B
um
thang,
M
ongar,L
huntse,C
hukha,Sarpang
）。
こ
の
調
査
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
Ｏ
Ｐ
Ｈ
Ｉ
（O
xford P
ov-
erty
&
H
um
an D
evelopm
ent Initiative
）
の
所
長
、
サ
ビ
ー
ナ
・
ア
ル
カ
イ
ア
博
士
が
ブ
ー
タ
ン
総
研
所
長
の
ダ
シ
ョ
ー
・
カ
ル
マ
・
ウ
ラ
氏
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
、
調
査
方
法
を
開
発
し
一
本
の
論
文
に
ま
と
め
て
い
る
（Sabina A
lkire,M
aria E
m
m
a Santos,and K
arm
a U
ra;G
ross
 
N
ational H
appiness and P
overty in B
hutan:
A
pplying the
 
G
N
H Index M
ethodology to explore P
overty
）。
但
し
、
サ
ー
ビ
ー
ナ
・
ア
ル
カ
イ
ア
博
士
は
、
貧
困
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
り
、
Ｏ
Ｐ
Ｈ
Ｉ
は
貧
困
研
究
の
メ
ッ
カ
で
あ
る
た
め
、
ブ
ー
タ
ン
を
貧
困
な
国
だ
と
の
位
置
づ
け
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
ブ
ー
タ
ン
総
研
の
大
部
分
の
研
究
者
た
ち
は
、
こ
の
研
究
に
タ
ッ
チ
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
第
一
回
の
調
査
は
、
ブ
ー
タ
ン
総
研
の
ス
タ
ッ
フ
達
は
国
民
意
識
調
査
に
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
を
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
五
日
、
六
日
の
二
日
間
、
東
京
の
政
策
研
究
大
学
院
大
学
で
行
な
わ
れ
た
、
内
閣
府
経
済
社
会
総
合
研
究
所
と
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
な
ど
と
の
共
催
の
「
幸
福
度
に
関
す
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
で
基
調
講
演
を
さ
れ
た
、
ブ
ー
タ
ン
の
Ｇ
Ｎ
Ｈ
委
員
会
担
当
長
官
の
カ
ル
マ
・
ツ
ェ
テ
ー
ム
氏
に
聞
い
て
み
る
と
、
ブ
ー
タ
ン
総
研
が
十
分
コ
ミ
ッ
ト
し
た
調
査
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
話
で
あ
っ
た
。
七
第
二
回
Ｇ
Ｎ
Ｈ
調
査
に
見
る
ブ
ー
タ
ン
の
近
未
来
ブ
ー
タ
ン
の
Ｇ
Ｎ
Ｈ
調
査
の
第
二
回
調
査
（
こ
れ
を
ブ
ー
タ
ン
総
研
で
は
三
九
ブータンの世紀の実験「GNH（国民総幸福）による国づくり」の実態と今後
第
一
回
と
位
置
づ
け
て
い
る
）
は
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
か
ら
二
〇
〇
八
年
三
月
、
一
五
歳
以
上
九
五
〇
サ
ン
プ
ル
で
、
七
二
の
質
問
項
目
で
行
わ
れ
、
ブ
ー
タ
ン
二
〇
県
中
、
一
二
県
（D
agana,
T
sirang,
W
angdueP
ho-
drang,
Sam
tse,
Zhem
gang,
Sam
drupJonghar,
T
ashigang,
P
em
aG
atshel,T
ashi Y
angtse,G
asa,H
aa,T
him
phu
）
で
実
施
さ
れ
た
。
第
三
回
の
Ｇ
Ｎ
Ｈ
調
査
（
こ
れ
を
ブ
ー
タ
ン
総
研
で
は
第
二
回
と
し
て
い
る
）
は
、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
に
終
了
予
定
で
、
二
〇
一
〇
年
に
行
わ
れ
、
八
〇
〇
〇
サ
ン
プ
ル
で
二
四
九
の
質
問
項
目
で
、
ブ
ー
タ
ン
全
二
〇
県
で
行
わ
れ
、
二
〇
一
一
年
四
月
二
日
付
で
、
ブ
ー
タ
ン
総
研
か
らP
relim
i-
nary findings of the
2??
G
N
H survey
2010
と
し
てSam
drup-
Jongkhar
県
の
調
査
速
報
値
が
全
八
三
頁
の
す
べ
て
図
の
み
で
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
二
〇
一
一
年
一
二
月
に
、
ブ
ー
タ
ン
総
研
か
らG
N
H
 
Survey
 
F
indings
2010
と
し
て
、
Ｇ
Ｎ
Ｈ
の
九
つ
の
分
野
に
つ
い
て
の
集
計
の
図
が
出
て
い
る
が
、
第
二
回
の
よ
う
な
詳
細
な
分
析
の
論
文
は
ま
だ
見
当
た
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
ブ
ー
タ
ン
総
研
が
認
め
て
い
な
い
、
第
一
回
調
査
の
報
告
と
、
ブ
ー
タ
ン
総
研
が
第
一
回
と
し
て
い
る
第
二
回
調
査
に
つ
い
て
、
内
容
を
紹
介
し
た
い
。
そ
れ
を
見
る
と
、
ブ
ー
タ
ン
の
行
政
は
、
何
を
幸
せ
と
考
え
、
ブ
ー
タ
ン
国
民
は
ど
う
受
け
と
め
て
い
る
か
が
明
ら
か
と
な
る
。
第
一
回
調
査
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
Ｏ
Ｐ
Ｈ
Ｉ
の
サ
ビ
ー
ナ
・
ア
ル
カ
イ
ア
博
士
の
指
導
に
よ
っ
て
九
つ
の
指
標
に
そ
れ
ぞ
れ
次
の
設
問
が
わ
り
当
て
ら
れ
た
。
ⅰ
時
間
の
使
い
方
と
バ
ラ
ン
ス
二
問
ⅱ
良
き
統
治
七
問
ⅲ
人
々
の
健
康
六
問
ⅳ
文
化
の
多
様
性
一
三
問
ⅴ
地
域
の
活
力
一
〇
問
ⅵ
生
活
水
準
・
所
得
八
問
ⅶ
精
神
面
の
幸
福
六
問
ⅷ
環
境
の
多
様
性
と
活
力
二
問
ⅸ
教
育
三
問
計
五
七
問
Ｇ
Ｎ
Ｈ
は
、
定
量
的
に
ス
カ
ッ
と
割
り
切
れ
る
指
標
と
い
う
よ
り
、
定
性
的
な
内
容
が
多
い
。
そ
こ
で
調
査
デ
ー
タ
の
集
計
に
は
、
ア
ル
カ
イ
ア
博
士
の
指
導
に
よ
り
次
の
よ
う
な
考
え
方
を
と
り
入
れ
て
い
る
。
例
え
ば
「
文
化
」
の
指
標
の
中
の
「
伝
統
的
ス
ポ
ー
ツ
の
実
施
頻
度
」
を
評
価
す
る
場
合
、
あ
る
指
標
に
つ
い
て
、
そ
れ
以
上
あ
れ
ば
充
足
し
て
い
四
〇
第17号 2012年比較文明研究
る
、
あ
る
い
は
幸
せ
で
あ
る
と
い
う
値
（
閾
値
）
を
「
充
足
カ
ッ
ト
オ
フ
」
（Sufficiency cut off
）
と
名
付
け
る
。
ま
た
、
そ
れ
未
満
で
あ
れ
ば
、
貧
困
と
い
う
値
を
、「
貧
困
カ
ッ
ト
オ
フ
」（P
overty cut off
）
と
名
付
け
る
。
充
足
カ
ッ
ト
オ
フ
対
貧
困
カ
ッ
ト
オ
フ
。
こ
う
し
て
、
五
七
の
質
問
に
つ
い
て
、
被
調
査
者
の
回
答
を
充
足
カ
ッ
ト
オ
フ
、
貧
困
カ
ッ
ト
オ
フ
、
の
数
値
に
置
き
か
え
て
い
く
（
図
①
）。
五
七
の
質
問
項
目
の
「
充
足
カ
ッ
ト
オ
フ
」「
貧
困
カ
ッ
ト
オ
フ
」
値
を
測
定
し
て
、
一
覧
の
図
に
し
た
も
の
が
図
②
で
あ
る
。
こ
の
図
で
み
て
、
い
か
に
も
ブ
ー
タ
ン
な
ら
で
は
と
思
え
る
の
は
、
こ
れ
未
満
だ
と
充
足
し
て
い
な
い
と
す
る
「
充
足
カ
ッ
ト
オ
フ
」
の
高
い
値
を
示
し
て
い
る
の
は
、〞
伝
統
的
ス
ポ
ー
ツ
（
ブ
ー
タ
ン
で
は
弓
?
ダ
ツ
ェ
?）〝
が
最
も
充
足
し
て
い
な
い
と
す
る
率
が
高
い
。
次
い
で
〞
瞑
想
〝、〞
社
会
・
文
化
活
動
〝、〞
時
間
に
ゆ
と
り
が
あ
る
と
自
覚
す
る
こ
と
〝、〞
健
康
状
態
〝、
〞
地
域
の
民
話
の
知
識
〝、〞
伝
統
舞
踊
の
知
識
〝
の
順
に
充
足
し
て
い
な
い
率
は
減
少
し
て
い
く
。
瞑
想
や
地
域
の
民
話
の
知
識
、
伝
統
舞
踊
の
知
識
な
ど
、
い
か
に
も
ブ
ー
タ
ン
の
カ
ル
チ
ャ
ー
を
想
起
さ
せ
、
こ
う
い
う
調
査
の
意
義
を
感
じ
さ
せ
る
。し
か
し
、
こ
れ
だ
け
の
デ
ー
タ
で
は
、
具
体
的
政
策
の
提
起
に
ま
で
は
弱
い
。
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そ
の
点
、
第
二
回
調
査
は
、
Ｇ
Ｎ
Ｈ
の
九
つ
の
要
素
の
う
ち
、「
環
境
」
を
の
ぞ
く
八
項
目
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
詳
細
な
デ
ー
タ
（
図
表
）
が
示
さ
れ
、
ブ
ー
タ
ン
総
研
の
研
究
者
達
が
分
担
し
て
解
明
し
て
お
り
、
具
体
的
政
策
に
落
し
込
め
る
可
能
性
は
、
は
る
か
に
高
い
。
九
項
目
（
実
際
は
八
項
目
）
に
つ
い
て
の
八
論
文
の
分
析
を
紹
介
し
て
い
く
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
１
?地
域
の
?12
）
活
力
」
ま
ず
「
地
域
の
活
力
」
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
率
（
五
一
・
九
％
）
は
『
寄
付
白
書
二
〇
一
〇
』（
日
本
経
団
連
出
版
、
二
〇
一
一
）
に
み
る
日
本
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
率
三
六
・
一
％
、
米
国
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
率
二
六
・
八
％
を
は
る
か
に
上
回
る
が
英
国
六
六
・
〇
二
％
に
は
及
ん
で
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
ブ
ー
タ
ン
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
率
は
英
国
よ
り
や
や
低
い
も
の
の
、
日
本
、
米
国
よ
り
高
い
。
ブ
ー
タ
ン
人
が
大
切
に
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
ど
う
い
う
面
で
発
揮
さ
れ
る
の
か
。
ま
ず
、〞
家
族
の
一
員
が
な
く
な
っ
た
時
〝、〞
宗
教
的
行
事
、
毎
年
の
チ
ョ
ク
の
と
き
〝（
チ
ョ
ク
と
は
毎
年
一
一
月
末
か
ら
一
月
初
め
に
、
家
族
全
員
が
集
ま
り
、
家
族
の
守
護
神
に
一
年
間
の
平
穏
に
感
謝
し
、
翌
年
の
無
事
を
祈
る
行
事
）（
少
な
い
人
数
で
も
三
〇
人
近
く
の
家
族
が
集
ま
る
の
で
、
近
隣
の
人
達
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
助
け
が
必
要
と
な
る
）、
田
植
え
や
収
穫
、
宗
教
的
建
造
物
の
建
設
、
住
宅
の
修
理
な
ど
で
、
日
本
の
よ
う
な
先
進
国
で
は
サ
ー
ビ
ス
産
業
が
発
達
し
て
い
る
の
で
、
葬
式
で
あ
れ
ば
、
葬
儀
屋
さ
ん
に
任
せ
ら
れ
る
が
、
ブ
ー
タ
ン
で
は
、
近
隣
で
助
け
あ
っ
て
、
お
と
む
ら
い
を
す
る
の
で
あ
る
。
次
に
「
寄
付
」
率
は
八
八
・
七
％
と
九
割
近
い
人
が
実
践
し
て
お
り
、
前
出
の
『
寄
付
白
書
』
に
み
る
、
日
本
、
米
国
、
英
国
の
寄
付
率
は
、
三
四
・
〇
％
、
六
五
・
五
％
、
五
四
・
〇
％
で
、
い
ず
れ
の
国
も
ブ
ー
タ
ン
に
は
及
ば
な
い
。
ち
な
み
に
、
東
日
本
大
震
災
で
は
、
第
五
代
国
王
は
、
早
速
多
額
の
義
援
金
を
寄
せ
ら
れ
た
ほ
か
、
ブ
ー
タ
ン
在
住
の
日
本
人
を
集
め
て
、
寺
院
で
法
要
を
い
と
な
み
、
バ
タ
ー
ラ
ン
プ
に
火
を
灯
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
〞
バ
タ
ー
ラ
ン
プ
に
火
を
灯
す
〝
と
い
う
の
は
、
ブ
ー
タ
ン
で
は
幸
先
の
良
い
こ
と
を
祈
る
、
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
の
で
あ
る
。
Ｇ
Ｎ
Ｈ
調
査
の
す
ぐ
れ
て
い
る
点
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
率
、
寄
付
率
を
算
出
す
る
だ
け
で
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
寄
付
を
す
る
人
の
〞
幸
福
感
〝
を
調
査
し
て
い
る
点
だ
。
表
①
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
す
る
人
と
し
な
い
人
の
幸
福
度
を
出
て
い
る
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
す
る
人
の
方
が
幸
福
度
が
高
い
と
出
て
お
り
表
②
は
、
寄
付
す
る
人
の
方
が
幸
福
度
が
高
い
と
出
て
い
る
。
こ
こ
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
ブ
ー
タ
ン
の
人
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
寄
付
を
す
る
率
が
高
い
の
は
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
カ
ー
ギ
ュ
派
の
教
え
、「
互
四
三
ブータンの世紀の実験「GNH（国民総幸福）による国づくり」の実態と今後
Did you provide voluntary help? Mean happiness level  N  S.D
 
Yes 6．23 493 1．951
No 6．05 456 2．053
Total 6．15 949 2．001
Did you provide donation? Mean happiness level  N  S.D
 
Yes 6．17 843 1．981
No 5．95 107 2．152
Total 6．15 950 2．001
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助
・
互
恵
精
神
」
が
深
く
浸
透
し
て
い
る
た
め
で
あ
り
、
ま
た
、
互
助
・
互
恵
は
、
個
人
間
の
や
り
と
り
で
、
市
場
を
経
由
し
な
い
の
で
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
は
一
切
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な
い
。
従
っ
て
、
ブ
ー
タ
ン
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
小
さ
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
寄
付
を
受
け
る
人
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
提
供
す
る
側
も
ハ
ッ
ピ
ー
に
な
れ
る
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
、
ブ
ー
タ
ン
が
名
実
と
も
に
幸
福
立
国
と
し
て
、
国
際
的
に
き
わ
立
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
２
?
?13
）
教
育
」
従
来
、
教
育
は
、
進
学
率
な
ど
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
歴
史
・
文
化
、
市
民
性
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
、
動
植
物
の
固
有
種
の
知
識
と
い
っ
た
非
公
式
の
ル
ー
ト
（
人
づ
て
に
と
か
、
村
の
長
老
な
ど
を
通
じ
て
）
で
得
ら
れ
た
知
識
を
重
視
し
て
い
る
。
ま
ず
〞
ひ
い
お
じ
い
さ
ん
、
ひ
い
お
ば
あ
さ
ん
の
名
前
を
知
っ
て
い
る
か
〝
の
結
果
が
年
齢
階
級
別
一
欄
表
で
出
て
お
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
六
〇
歳
以
上
で
は
知
っ
て
い
る
率
が
最
も
多
く
、
五
一
・
六
一
％
。
最
も
若
い
一
三
歳
〜
一
七
歳
で
は
二
〇
・
三
四
％
と
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
次
に
、
学
歴
別
に
環
境
知
識
の
あ
る
率
を
出
し
た
図
③
で
は
、
何
と
、
学
歴
が
高
く
な
る
ほ
ど
、
環
境
知
識
の
度
合
が
低
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
環
境
知
識
と
は
、
地
球
温
暖
化
の
問
題
と
か
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
問
題
を
い
う
の
で
は
な
く
〞
植
物
の
名
前
〝、〞
動
物
の
名
前
〝
を
知
っ
て
い
る
か
や
、〞
地
域
の
人
々
が
、
毎
年
あ
る
一
定
の
時
期
、
あ
る
一
定
の
山
に
入
る
こ
と
を
制
限
す
る
〝（
こ
れ
は
法
律
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
あ
ら
れ
や
嵐
や
豪
雨
に
よ
る
災
害
か
ら
人
々
を
守
る
た
め
の
ル
ー
ル
で
あ
る
）
の
知
識
、
魚
釣
り
や
狩
猟
の
制
限
の
知
識
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
か
や
木
を
植
え
る
と
き
の
知
識
が
あ
る
か
な
ど
を
意
味
し
て
い
る
。
高
学
歴
者
ほ
ど
、
地
域
社
会
で
の
長
老
な
ど
か
ら
の
い
い
伝
え
を
知
る
機
会
が
少
な
く
、
我
々
先
進
国
の
人
間
も
、
ガ
ツ
ン
と
、
頭
を
た
た
か
れ
た
感
が
あ
る
。
こ
の
環
境
知
識
は
、
地
方
で
高
く
、
地
方
在
住
の
八
〇
・
六
六
％
が
知
っ
て
い
る
が
、
都
市
部
で
は
四
六
・
五
四
％
に
止
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
ブ
ー
タ
ン
の
教
育
の
伝
承
と
し
て
は
、
す
ば
ら
し
い
手
工
芸
の
技
術
が
あ
り
図
④
の
よ
う
に
、
竹
細
工
、
織
物
、
石
工
術
、
木
工
、
大
工
、
刺
繡
、
絵
画
な
ど
の
芸
術
作
品
が
、
日
常
的
に
生
活
の
中
に
と
け
こ
み
楽
し
ま
れ
て
い
る
。
ブ
ー
タ
ン
か
ら
発
信
さ
れ
る
情
報
（
例
え
ば
ブ
ー
タ
ン
総
研
の
印
刷
物
な
ど
）
に
は
、
必
ず
カ
ラ
フ
ル
な
背
景
や
デ
ザ
イ
ン
が
付
加
さ
れ
て
、
ブ
ー
タ
ン
文
化
を
た
ん
の
う
で
き
る
。
３
?時
間
の
使
い
方
と
バ
ラ
?14
）
ン
ス
」
時
間
は
経
済
的
、
社
会
的
幸
福
に
重
要
な
資
源
で
あ
る
が
、
調
査
結
果
で
は
、
女
性
の
労
働
時
間
が
男
性
よ
り
長
く
、
と
く
に
主
婦
で
は
、
家
事
労
働
時
間
が
、
三
・
三
三
時
間
と
労
働
時
間
の
中
で
最
も
多
く
を
占
め
、
女
性
の
四
五
ブータンの世紀の実験「GNH（国民総幸福）による国づくり」の実態と今後
Sex  Mean happiness  Mean work hours
 
Male 6．3 6:54
Female 6．0 8:12
Sl no. Spirituality  Frequency Percentage
1 Do you recite prayers:
Daily 363 38．41
Occasionally 459 48．57
Not at all 123 13．02
Total 945 100
2 Do you practice meditation:
Daily 13 1．37
Occasionally 78 8．23
Not at all 857 90．4
Total 948 100
3 Doyouvisitlocaltemplesandplacesofspiritualsignificance:
Daily 28 2．95
Occasionally 887 93．57
Not at all 33 3．48
Total 948 100
4 Do you discuss spiritual issues with your children:
Daily 84 12．21
Occasionally 327 47．53
Not at all 277 40．26
Total 688 100
5 Do you consider Karma in the course of your daily life:
Always 428 45．01
Sometimes 494 52．05
Never 28 2．94
Total 950 100
Sl no. Frequency of prayer recitation Mean happiness level
1 Daily 6．16
2 Occasionally 6．15
3 Not at all 6．12
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幸
福
度
は
男
性
よ
り
低
く
な
っ
て
い
る
（
表
③
）
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
の
ブ
ー
タ
ン
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
は
、
本
論
の
中
で
と
り
上
げ
る
。
４
?精
神
面
の
?15
）
幸
福
」
ブ
ー
タ
ン
人
と
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
、
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
。
表
④
｜
１
は
、
お
祈
り
を
毎
日
、
時
々
、
す
る
か
ど
う
か
。
表
④
｜
２
は
、
瞑
想
を
毎
日
す
る
か
ど
う
か
。
表
④
｜
３
は
、
お
寺
や
お
祈
り
の
場
を
訪
れ
て
い
る
か
ど
う
か
。
表
④
｜
４
は
子
供
と
精
神
的
な
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
る
か
ど
う
か
。
表
④
｜
５
は
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
カ
ル
マ
（
業
）
に
つ
い
て
考
え
る
か
。
と
い
っ
た
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
へ
の
反
応
で
あ
る
が
、
表
⑤
は
、
お
祈
り
を
〞
毎
日
〝、〞
時
々
〝、〞
全
く
し
な
い
〝
人
の
幸
福
度
。
も
ち
ろ
ん
毎
日
す
る
人
の
幸
福
度
が
最
も
高
い
。
お
そ
ら
く
、
こ
う
い
う
質
問
の
入
っ
た
意
識
調
査
は
ブ
ー
タ
ン
独
自
の
も
の
で
あ
ろ
う
。５
?良
き
?16
）
統
治
」
?我
々
の
責
務
は
、
第
一
に
何
を
お
い
て
も
、
国
の
平
和
と
平
穏
を
実
現
す
る
統
治
で
あ
り
、
Ｇ
Ｎ
Ｈ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
完
遂
で
あ
り
、
新
し
い
統
治
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
民
主
主
義
の
強
化
で
あ
る
」
と
ジ
グ
メ
・
ケ
サ
ル
・
ナ
グ
メ
ル
・
ワ
ン
チ
ュ
ク
第
五
代
現
国
王
は
王
位
継
承
の
日
の
二
〇
〇
六
年
一
二
月
一
七
日
に
宣
言
し
て
い
る
。『
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
』
の
喧
伝
者
、
ジ
ェ
レ
ミ
・
ベ
ン
サ
ム
（
一
七
四
八
〜
一
八
三
二
）
は
「
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
の
実
現
は
、
政
府
の
責
任
で
あ
り
、
そ
の
実
現
に
は
代
表
制
民
主
主
義
し
か
あ
り
え
な
い
」
と
、
一
八
二
二
年
に
述
べ
て
い
る
が
、
第
四
代
国
王
が
二
〇
〇
八
年
か
ら
王
制
を
廃
止
し
て
、
立
憲
議
会
制
民
主
主
義
体
制
に
す
る
こ
と
を
置
き
土
産
に
さ
れ
た
の
に
は
、
こ
の
ベ
ン
サ
ム
の
知
に
従
わ
れ
た
の
か
と
、
思
い
た
く
な
る
ほ
ど
、
あ
ざ
や
か
で
あ
る
。
６
?人
々
の
?17
）
健
康
」
健
康
と
幸
福
の
増
進
は
、
多
く
の
国
の
政
策
の
究
極
的
目
標
で
あ
る
。
ブ
ー
タ
ン
人
の
文
脈
で
は
、
幸
福
と
は
身
体
が
健
康
で
、
精
神
的
に
悩
み
事
が
な
い
こ
と
で
あ
る
と
い
え
る
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
の
健
康
の
定
義
で
も
、
完
全
に
身
体
的
、
精
神
的
ま
た
社
会
的
に
健
康
で
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
単
に
病
気
に
か
か
っ
て
い
な
い
と
い
う
意
味
だ
け
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。図
⑤
は
、
健
康
状
態
が
よ
い
人
ほ
ど
、
幸
福
感
が
高
い
と
出
て
お
り
、
図
⑥
は
、
健
康
状
態
の
良
い
人
ほ
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ブ
ー
タ
ン
社
会
は
、
健
康
で
、
幸
福
を
実
感
し
て
い
る
人
ほ
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
熱
心
で
、
お
互
い
に
助
け
あ
い
が
で
き
て
、
助
け
ら
れ
る
人
も
助
四
七
ブータンの世紀の実験「GNH（国民総幸福）による国づくり」の実態と今後
け
る
人
も
ハ
ッ
ピ
ー
と
い
う
好
循
環
社
会
に
な
っ
て
い
る
。
７
?文
化
の
多
?18
）
様
性
」
ブ
ー
タ
ン
の
毎
日
の
生
活
の
伝
統
を
守
る
こ
と
を
〞
非
常
に
重
要
〝
と
考
え
る
率
が
八
六
・
三
％
、〞
重
要
〝
が
一
二
・
六
％
で
計
九
八
・
九
％
、
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
近
く
が
、
ブ
ー
タ
ン
の
伝
統
を
守
る
こ
と
を
重
要
と
し
て
お
り
（
表
⑥
）、
一
九
八
九
年
一
月
六
日
に
第
四
代
国
王
が
「
ブ
ー
タ
ン
固
有
の
文
化
を
守
る
布
告
」
を
出
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
国
民
に
よ
く
定
着
し
て
い
る
と
い
え
る
。
又
、
ブ
ー
タ
ン
人
の
間
で
、
家
庭
、
地
域
社
会
、
学
校
、
職
場
で
互
い
に
助
け
あ
い
、
絆
を
大
切
に
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
法
律
を
つ
く
る
よ
り
も
、
社
会
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
「
デ
ィ
グ
ラ
ム
・
ナ
ム
ザ
」（D
riglam N
am
zha
）
精
神
が
あ
る
。
デ
ィ
グ
ラ
ム
・
ナ
ム
ザ
を
重
要
と
す
る
意
見
は
九
三
・
七
％
に
達
し
て
い
る
。
ブ
ー
タ
ン
人
に
〞
あ
な
た
が
幸
せ
を
感
じ
る
の
は
、
ど
ん
な
時
で
す
か
〝
と
聞
く
と
殆
ん
ど
〞
家
族
と
一
緒
に
い
る
と
き
〝
と
い
う
答
え
が
か
え
っ
て
く
る
。
表
⑦
は
、
人
生
の
目
的
で
非
常
に
大
事
な
こ
と
は
何
か
を
聞
い
て
い
る
が
、〞
非
常
に
重
要
〝
で
は
、
ト
ッ
プ
が
「
家
族
生
活
」（
九
五
・
一
％
）
で
、
次
が
「
責
任
」（
九
一
・
八
％
）「
キ
ャ
リ
ア
の
成
功
」（
九
〇
・
三
％
）「
精
神
的
誠
実
さ
」（
八
七
・
七
％
）
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
ブ
ー
タ
四
八
第17号 2012年比較文明研究
Age category  How important is it to you to maintain
 
Bhutanese traditions within your everyday life?
Total
 
Not important  Important  Very important
0-17 Count ２ 12 44 58
％within age category 3．4％ 20．7％ 75．9％ 100．0％
18-30 Count ４ 55 325 384
％within age category 1．0％ 14．3％ 84．6％ 100．0％
31-45 Count ３ 28 235 266
％within age category 1．1％ 10．5％ 88．3％ 100．0％
46-60 Count １ 18 153 172
％within age category ６％ 10．5％ 89．0％ 100．0％
Above60 Count ０ ６ 57 63
％within age category ０％ 9．5％ 90．5％ 100．0％
Total  Count 10 119 814 943
％within age category 1．1％ 12．6％ 86．3％ 100．0％
Not important Somewhat important Very important  N
 
Family life 0．1 4．8 95．1 950
Responsibility 0．3 7．9 91．8 949
Career success 0．3 9．4 90．3 949
Spiritual faith 0．3 12．0 87．7 950
Financial security 0．3 12．1 87．5 947
Compassion 0．4 16．8 82．8 948
Friendship 0．1 18．8 81．1 950
Generosity 0．4 20．2 79．3 949
Material wealth 0．6 20．1 79．2 949
Reciprocity 2．1 22．5 75．4 948
Freedom 1．6 27．7 70．7 948
Pleasure 2．3 33．6 64．0 948
四
九
ブータンの世紀の実験「GNH（国民総幸福）による国づくり」の実態と今後
ン
人
の
ま
じ
め
さ
、
そ
し
て
「
家
族
を
大
事
」
と
す
る
考
え
方
は
、
ブ
ー
タ
ン
で
名
実
共
に
生
き
て
お
り
、
ブ
ー
タ
ン
の
強
み
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。ブ
ー
タ
ン
は
、
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
に
対
し
て
も
、
き
ち
ん
と
体
制
を
整
え
、
少
し
ず
つ
、
着
実
に
導
入
し
て
お
り
、
一
九
九
九
年
に
テ
レ
ビ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
解
禁
に
な
り
、
携
帯
電
話
は
、
二
〇
〇
三
年
に
解
禁
に
な
っ
た
。
二
〇
〇
八
年
一
一
月
時
点
で
の
、
首
都
テ
ィ
ン
プ
ー
で
の
携
帯
電
話
の
普
及
率
は
、
六
〇
％
と
聞
い
た
。
８
?生
活
水
準
・
?19
）
所
得
」
ブ
ー
タ
ン
人
は
、
富
の
平
等
を
重
視
し
、
図
⑦
の
よ
う
に
、
所
得
に
つ
い
て
、
他
人
よ
り
豊
か
と
す
る
率
は
、
五
％
で
、
他
人
と
同
じ
が
圧
倒
的
に
多
く
て
、
七
二
％
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
ま
た
図
⑧
の
よ
う
に
、
経
済
的
安
定
に
つ
い
て
は
、
十
分
で
な
い
は
一
六
％
で
、
丁
度
十
分
が
七
二
％
。
十
分
以
上
が
一
二
％
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
簡
素
な
生
活
を
し
、
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
、
ほ
ど
ほ
ど
に
満
ち
足
り
て
い
れ
ば
良
い
と
の
考
え
方
だ
。〞
欲
を
出
さ
な
け
れ
ば
幸
せ
〝
と
い
う
の
も
ブ
ー
タ
ン
流
か
も
し
れ
な
い
。
八
第
二
回
Ｇ
Ｎ
Ｈ
調
査
に
見
る
ブ
ー
タ
ン
社
会
の
問
題
点
以
上
の
Ｇ
Ｎ
Ｈ
の
第
二
回
調
査
（
ブ
ー
タ
ン
総
研
は
第
一
回
と
し
て
い
る
）
の
デ
ー
タ
の
中
で
二
点
重
要
な
問
題
点
が
あ
る
。
第
一
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
で
、
表
③
に
み
る
よ
う
に
、
女
性
の
労
働
時
間
は
家
事
時
間
を
入
れ
る
と
男
性
よ
り
一
時
間
一
八
分
長
く
働
い
て
お
り
、
幸
福
感
は
男
性
は
六
・
三
で
あ
る
が
、
女
性
の
幸
福
感
は
六
・
〇
と
低
い
。
ま
た
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
女
性
に
対
す
る
迷
信
（
女
性
は
け
が
れ
て
い
る
）
を
信
じ
る
率
は
、
女
性
は
七
六
・
六
％
（
男
性
七
一
・
九
％
）
と
男
性
よ
り
高
く
、
信
じ
こ
ま
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
女
性
の
方
が
自
殺
願
望
も
高
く
出
て
い
る
。
実
は
、
第
一
回
調
査
を
ま
と
め
た
、
前
出
の
サ
ビ
ー
ナ
・
ア
ル
カ
イ
ア
博
士
は
、
そ
の
ま
と
め
の
中
で
、「
女
性
の
貧
困
は
、
人
数
に
お
い
て
、
ま
た
す
べ
て
の
多
次
元
の
貧
困
尺
度
に
お
い
て
も
、
男
性
よ
り
高
い
。
例
え
ば
、
少
な
く
と
も
三
つ
の
欠
乏
で
苦
労
し
て
い
る
人
々
の
七
三
％
は
女
性
で
あ
り
、
男
性
は
二
七
％
で
あ
る
。
女
性
の
貧
困
の
相
対
的
上
昇
は
、
た
と
え
欠
乏
の
数
が
男
性
と
女
性
で
同
じ
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
女
性
の
貧
困
は
男
性
よ
り
重
大
で
あ
る
」
と
、
論
じ
て
い
る
。
ア
ル
カ
イ
ア
博
士
は
貧
困
の
研
究
者
と
し
て
、
貧
困
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
い
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
多
様
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
が
あ
る
。 五
〇
第17号 2012年比較文明研究
筆
者
大
橋
は
、
二
〇
〇
九
年
九
月
二
日
、
東
京
の
日
本
外
国
人
特
派
員
協
会
で
、
ブ
ー
タ
ン
の
ジ
グ
メ
・
イ
エ
ゼ
ル
・
テ
ィ
ン
レ
イ
首
相
が
基
調
講
演
を
さ
れ
た
時
、
質
問
の
時
間
に
「
ブ
ー
タ
ン
の
Ｇ
Ｎ
Ｈ
は
、
九
つ
の
指
標
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
入
れ
て
一
〇
に
さ
れ
て
は
ど
う
か
」
と
申
し
上
げ
た
が
、「
ブ
ー
タ
ン
で
は
男
女
は
平
等
で
あ
り
、
そ
の
必
要
は
な
い
」
と
の
答
え
で
あ
っ
た
。
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
非
常
に
大
き
く
、
ジ
ク
メ
・
Ｙ
・
テ
ィ
ン
レ
イ
首
相
に
は
、
第
二
回
調
査
の
デ
ー
タ
を
つ
ぶ
さ
に
目
を
通
さ
れ
て
、
対
策
を
打
た
れ
る
こ
と
を
望
み
た
い
。
第
二
は
、
ブ
ー
タ
ン
が
発
展
（
都
市
化
、
経
済
の
発
展
、
高
学
歴
化
、
若
者
人
口
の
拡
大
）
の
中
で
明
ら
か
に
失
わ
れ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
面
が
、
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
?コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
所
属
意
識
」
は
、
地
方
（R
ural
）
で
高
く
、
都
市
（U
rban
）
で
は
低
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
都
市
化
、
経
済
発
展
は
、
ブ
ー
タ
ン
で
進
ん
で
い
く
こ
と
は
抑
止
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
点
図
⑨
の
Ｇ
Ｎ
Ｈ
の
実
践
体
制
を
み
て
も
実
行
部
隊
長
の
テ
ィ
ン
レ
イ
首
相
の
英
断
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
と
な
る
。し
か
し
、
以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
ブ
ー
タ
ン
は
①
ブ
ー
タ
ン
の
毎
日
の
生
活
の
伝
統
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
九
八
・
九
五
一
ブータンの世紀の実験「GNH（国民総幸福）による国づくり」の実態と今後
％
②
デ
ィ
グ
ラ
ム
・
ナ
ム
ザ
は
重
要
九
三
・
七
％
③
人
生
の
目
標
で
大
切
な
も
の
「
家
庭
生
活
」
九
五
・
一
％
。
こ
う
い
う
ブ
ー
タ
ン
社
会
の
骨
組
み
の
よ
う
な
部
分
が
、
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
国
の
形
が
き
ち
ん
と
組
織
さ
れ
て
い
な
い
ラ
ダ
ッ
ク
と
比
べ
て
文
化
が
総
崩
れ
に
な
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
九
ラ
ダ
ッ
ク
と
ブ
ー
タ
ン
、
一
致
点
と
相
異
点
ブ
ー
タ
ン
と
ラ
ダ
ッ
ク
は
、
同
じ
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
カ
ー
ギ
ュ
派
の
教
え
を
信
奉
し
て
い
る
点
で
、
文
化
的
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
ヘ
レ
ナ
・
ノ
ー
バ
ー
グ
・
ホ
ッ
ジ
著
『
ラ
ダ
ッ
ク
懐
か
し
い
未
来
』（
山
と
渓
谷
社
、
二
〇
〇
三
）?
参
考
資
料：
ヘ
レ
ナ
・
ノ
ー
バ
ー
グ＝
ホ
ッ
ジ
、
辻
信
一
、
二
〇
〇
九
、『
い
よ
い
よ
ロ
ー
カ
ル
の
時
代
〜
ヘ
レ
ナ
さ
ん
の
「
幸
せ
の
経
済
学
」』
大
月
書
店
?
と
、
筆
者
の
『
幸
福
立
国
ブ
ー
タ
ン
』（
白
水
社
、
二
〇
一
〇
）
と
を
比
べ
な
が
ら
ま
ず
両
国
の
共
通
点
と
相
異
点
（
ラ
ダ
ッ
ク
の
説
明
の
頁
数
は
、
ヘ
レ
ナ
著
『
ラ
ダ
ッ
ク
懐
か
し
い
未
来
』
よ
り
）
を
整
理
す
る
。
?ラ
ダ
ッ
ク
」
元
は
王
国
（
一
八
四
六
年
ジ
ャ
ン
ム
ー
・
カ
シ
ミ
ー
ル
藩
主
の
統
治
下
に
）。
一
九
四
七
年
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
戦
争
後
、
イ
ン
ド
の
ジ
ャ
ン
ム
ー
・
カ
シ
ミ
ー
ル
州
東
部
の
地
方
の
呼
称
と
な
っ
て
い
る
。
中
心
都
市
レ
ー
（
旧
首
都
）
面
積
八
六
・
九
〇
四
㎢
人
口
二
七
〇
・
一
二
六
人
（
二
〇
〇
一
年
）
使
用
言
語
チ
ベ
ッ
ト
語
、
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
?
宗
教
?
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
カ
ー
ギ
ュ
派
（
一
部
に
イ
ス
ラ
ム
教
も
）
?ブ
ー
タ
ン
と
共
通
語
も
少
な
く
な
い
）。
マ
ニ
石
（
祈
り
を
刻
ん
だ
石
）、p. 99
マ
ニ
車
（
祈
り
を
刻
ん
だ
円
筒
状
の
車
）、p. 103
旗
竿
（
タ
ル
チ
ョ
）、p. 104
グ
ル
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
、p.
104
（
イ
ン
ド
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
伝
え
た
）
?パ
ド
マ
・
サ
ン
ヴ
ァ
バ
、p. 111
注
⑨
）
こ
ん
に
ち
は
（
タ
シ
・
デ
レ
（
ク
））
?ラ
ダ
ッ
ク
の
記
述
の
頁
や
、
注
の
表
記
な
ど
は
、『
ラ
ダ
ッ
ク
懐
し
い
未
来
』
よ
り
）
五
二
第17号 2012年比較文明研究
?ブ
ー
タ
ン
」
独
立
国
。
二
〇
〇
八
年
よ
り
王
政
を
廃
止
し
て
、
立
憲
議
会
制
民
主
主
義
国
に
。
国
連
に
加
盟
（
一
九
七
一
年
）
首
都
テ
ィ
ン
プ
ー
面
積
九
州
の
〇
・
九
倍
（
四
六
・
五
〇
〇
㎢
）
人
口
七
〇
万
人
使
用
言
語
英
語
が
第
一
公
用
語
、
ゾ
ン
カ
語
?
国
教
?
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
カ
ー
ギ
ュ
派
マ
ニ
車
（
祈
り
を
書
い
た
回
転
す
る
筒
）
ダ
ル
シ
ン
（
経
文
旗
、
お
祈
り
の
旗
）（
チ
ベ
ッ
ト
の
僧
、
シ
ャ
ブ
ド
ウ
ン
・
ン
ガ
ワ
ン
・
ナ
ム
ゲ
ルp. 42
が
一
六
一
六
年
に
ブ
ー
タ
ン
に
来
て
、
ブ
ー
タ
ン
を
一
つ
の
国
に
統
一
。p. 43
）
グ
ル
・
パ
ド
マ
・
サ
ン
バ
ヴ
ァ
（p.
57
）（
パ
ド
マ
・
サ
ン
バ
ヴ
ァ
の
生
ま
れ
変
わ
り
が
、
シ
ャ
ブ
ド
ウ
ン
・
ン
ガ
ワ
ン
・
ナ
ム
ゲ
ル
）
こ
ん
に
ち
は
「
タ
シ
・
デ
レ
（
ク
）（T
ashi D
elek
）」
?ブ
ー
タ
ン
の
記
述
や
頁
数
は
『
幸
福
立
国
ブ
ー
タ
ン
』
よ
り
）
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
（
桃
源
郷
）「
ブ
ー
タ
ン
」
第
四
代
国
王
（
在
位
一
九
七
二
〜
二
〇
〇
六
年
）
の
即
位
ま
で
、
鎖
国
同
然
（
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
桃
源
郷
?
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
?）
の
ブ
ー
タ
ン
。
第
四
代
国
王
即
位
後
、
国
連
（
一
九
七
二
）、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
（
一
九
八
一
）、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
、
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
、
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
（
一
九
八
二
）、
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
（
一
九
八
三
）、
南
ア
ジ
ア
地
域
協
力
連
合
（
一
九
八
五
）
な
ど
に
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
加
盟
し
、
ブ
ー
タ
ン
は
さ
な
が
ら
小
さ
な
国
際
国
家
と
な
っ
た
。
Ｇ
Ｎ
Ｈ
と
い
う
誰
も
反
対
で
き
な
い
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
か
か
げ
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
小
国
に
国
際
社
会
は
援
助
を
惜
し
ま
ず
、
現
在
国
際
援
助
は
、
ブ
ー
タ
ン
財
政
の
三
〇
％
を
占
め
、
ブ
ー
タ
ン
で
は
、
教
育
と
医
療
は
無
料
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
は
一
九
六
四
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
、
新
幹
線
開
通
で
、
援
助
さ
れ
る
側
か
ら
、
援
助
す
る
側
に
な
ろ
う
と
同
年
よ
り
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
か
ら
ブ
ー
タ
ン
へ
、
農
業
指
導
、
道
路
、
橋
、
学
校
の
建
設
に
援
助
を
続
け
て
い
る
。
一
九
六
四
年
の
最
初
に
派
遣
さ
れ
た
西
岡
京
治
氏
は
、
ブ
ー
タ
ン
の
農
業
指
導
で
、
リ
ン
ゴ
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
輸
出
作
物
に
育
て
る
な
ど
の
実
績
を
あ
げ
、
第
四
代
国
王
か
ら
、
民
間
人
最
高
位
の
「
ダ
シ
ョ
ー
」
の
称
号
を
贈
ら
れ
、
西
岡
氏
は
ブ
ー
タ
ン
に
骨
を
う
ず
め
ら
れ
た
こ
と
で
有
名
。
以
上
の
よ
う
に
、
ブ
ー
タ
ン
は
、
一
〇
〇
年
強
続
く
、
ワ
ン
チ
ュ
ク
王
家
の
「
良
き
統
治
」
に
よ
っ
て
、
ジ
グ
メ
・
イ
エ
ゼ
ル
・
テ
ィ
ン
レ
イ
首
相
が
、
国
連
で
も
演
説
し
、
Ｇ
Ｎ
Ｈ
を
Ｐ
Ｒ
し
、
幸
福
を
国
連
の
議
会
の
議
題
に
す
る
よ
う
に
す
べ
し
と
提
案
す
る
な
ど
国
際
的
存
在
感
を
増
し
て
い
る
。
五
三
ブータンの世紀の実験「GNH（国民総幸福）による国づくり」の実態と今後
開
発
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
翻
弄
さ
れ
る
ラ
ダ
ッ
ク
（
頁
数
は
『
ラ
ダ
ッ
ク
懐
し
い
未
来
』
よ
り
）
一
方
ラ
ダ
ッ
ク
は
、
九
五
〇
年
〜
一
八
三
四
年
ま
で
は
独
立
し
た
王
国
で
あ
っ
た
が
、
一
九
四
七
年
の
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
戦
争
後
、
ラ
ダ
ッ
ク
は
イ
ン
ド
の
ジ
ャ
ン
ム
ー
・
カ
シ
ミ
ー
ル
州
の
一
部
に
な
り
、
一
九
七
五
年
〜
八
〇
年
以
降
、
西
欧
的
近
代
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
開
発
経
済
が
急
速
に
進
む
。
カ
シ
ミ
ー
ル
政
府
、
デ
リ
ー
の
イ
ン
ド
中
央
政
府
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
（p.
121
）
に
よ
っ
て
、
一
人
の
観
光
客
が
一
日
に
使
う
金
額
は
、
ラ
ダ
ッ
ク
の
一
家
が
一
年
間
に
使
う
金
額
に
等
し
い
（p.
125
）
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
異
邦
人
を
み
て
、
ラ
ダ
ッ
ク
の
人
達
は
、
貧
し
さ
を
感
じ
る
（p.
125
）。
西
洋
人
の
目
に
は
、
ラ
ダ
ッ
ク
の
人
々
が
貧
し
く
写
る
。
ラ
ダ
ッ
ク
の
人
び
と
の
心
理
的
、
社
会
的
、
精
神
的
豊
か
さ
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
（p.
126
）。
一
方
、
ラ
ダ
ッ
ク
の
人
々
は
、
西
洋
人
の
生
活
の
一
部
と
も
い
う
べ
き
、
ス
ト
レ
ス
、
退
屈
、
苛
立
ち
を
、
経
験
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
（p.
127
）。
開
発
は
観
光
だ
け
に
止
ま
ら
な
い
、
西
洋
の
映
画
、
イ
ン
ド
映
画
、
テ
レ
ビ
、
金
持
、
美
人
、
勇
者
が
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
人
生
を
送
っ
て
い
る
（p.
127
）。
突
然
押
し
寄
せ
て
き
た
西
洋
文
化
に
、
ラ
ダ
ッ
ク
の
若
者
た
ち
は
劣
等
感
を
も
つ
。
若
者
は
、
サ
ン
グ
ラ
ス
や
「
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
」、
ジ
ー
ン
ズ
な
ど
の
現
代
の
シ
ン
ボ
ル
を
追
い
求
め
、
映
画
の
中
で
カ
ッ
コ
よ
く
映
し
出
さ
れ
る
暴
力
シ
ー
ン
に
ふ
れ
る
。
ラ
ダ
ッ
ク
の
人
達
が
変
っ
て
い
く
。
怒
り
っ
ぽ
く
不
安
定
に
な
る
（p. 128
）。
ラ
ダ
ッ
ク
の
少
年
ダ
ワ
が
ラ
ダ
ッ
ク
で
最
初
の
旅
行
代
理
店
を
開
き
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
僧
院
巡
り
で
か
せ
い
で
い
る
（p. 129
）。
〞
村
は
遅
れ
て
い
る
。
ま
だ
電
気
も
な
い
（
ダ
ワ
）〝（p.
130
）。「
こ
の
世
は
お
金
で
回
る
」（p. 132
）。
も
と
も
と
人
び
と
は
使
え
る
資
源
の
限
界
、
個
人
の
責
任
を
わ
き
ま
え
て
い
た
。
新
し
い
経
済
は
人
び
と
を
土
地
か
ら
切
り
離
し
て
し
ま
っ
た
。
自
分
の
命
を
支
え
る
水
や
大
地
は
見
え
な
い
（p. 133
）。
一〇
ラ
ダ
ッ
ク
を
襲
う
金
銭
経
済
何
世
紀
も
の
間
、
人
び
と
は
対
等
の
友
人
と
し
て
お
互
い
に
助
け
あ
い
な
が
ら
働
い
て
き
た
が
、
今
で
は
収
穫
期
に
な
る
と
賃
金
労
働
者
を
雇
う
よ
う
に
な
っ
た
。
お
金
を
払
う
方
は
で
き
る
だ
け
低
く
抑
え
た
が
り
、
雇
わ
れ
る
側
は
、
で
き
る
だ
け
高
い
賃
金
を
望
む
。
人
間
関
係
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
お
金
が
人
の
あ
い
だ
に
く
さ
び
を
打
ち
込
み
、
さ
ら
に
溝
を
押
し
広
げ
五
四
第17号 2012年比較文明研究
る
。経
済
変
化
の
た
め
に
農
民
で
あ
り
つ
づ
け
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
。
共
同
作
業
で
や
っ
て
い
た
頃
は
お
金
は
必
要
な
か
っ
た
。
農
作
業
の
労
賃
が
上
昇
し
続
け
て
支
払
い
が
で
き
な
く
な
り
、
仕
方
な
く
、
村
を
棄
て
て
街
で
賃
金
稼
ぎ
を
し
て
い
る
農
民
も
い
る
。
開
発
が
進
む
に
つ
れ
、
市
場
経
済
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
る
（p.
134
）。
新
し
い
経
済
は
貧
富
の
差
を
拡
大
。
子
供
に
教
育
、
英
語
教
育
を
受
け
さ
せ
た
い
（p. 135
）。
西
洋
流
の
技
術
開
発
の
「
副
作
用
」
と
し
て
、
レ
ー
に
で
き
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
製
粉
工
場
は
、
昔
か
ら
あ
る
水
車
よ
り
何
倍
も
の
ス
ピ
ー
ド
で
製
粉
。
村
人
は
村
か
ら
遠
く
離
れ
た
製
粉
工
場
ま
で
運
ば
ね
ば
な
ら
な
い
。
製
粉
工
場
は
、
有
害
な
煙
を
大
気
中
に
出
す
（p. 137
）。
昔
は
家
畜
は
友
達
で
あ
っ
た
が
、
今
は
機
械
が
中
心
に
な
り
、
人
間
も
機
械
的
に
な
り
、
死
ん
だ
よ
う
な
関
係
と
な
っ
た
。
?
伝
統
的
経
済
?
時
間
は
あ
り
余
る
ほ
ど
あ
っ
た
。
人
間
の
ペ
ー
ス
?
現
代
の
経
済
?
時
間
は
高
価
な
も
の
と
な
り
、
人
び
と
が
「
時
間
節
約
」
の
技
術
を
手
に
入
れ
、
生
活
の
ペ
ー
ス
も
速
く
な
る
（p. 138
）。
近
代
世
界
の
道
具
や
機
械
が
時
間
を
節
約
す
る
一
方
で
、
全
体
的
に
み
る
と
、
新
し
い
生
活
様
式
は
、
時
間
を
奪
い
去
っ
て
し
ま
う
（p. 139
）。
昔
は
最
も
尊
敬
さ
れ
る
人
は
「
僧
侶
」
で
あ
っ
た
が
、
今
は
「
エ
ン
ジ
ニ
ア
」（
仏
教
の
教
え
な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
）（p. 140
）。
西
洋
化
、
都
市
化
は
、
自
分
の
文
化
や
自
然
か
ら
隔
離
し
、
狭
い
視
野
に
お
ち
い
ら
せ
る
。
か
つ
て
は
祖
父
母
、
家
族
、
友
だ
ち
か
ら
学
ん
だ
（p.
142
）。（
西
洋
式
の
教
育
は
一
九
七
〇
年
代
か
ら
）
こ
う
い
う
知
識
は
現
代
の
学
校
で
は
学
べ
な
い
（p. 143
）。
西
欧
中
心
の
モ
デ
ル
を
前
提
と
し
た
教
育
は
、
自
然
環
境
や
文
化
か
ら
か
け
離
れ
た
一
般
的
知
識
の
教
育
（p. 144
）。
教
育
は
、
人
々
を
農
業
か
ら
遠
ざ
け
、
貨
幣
経
済
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
都
市
へ
引
き
込
ん
で
い
く
。
こ
の
近
代
教
育
は
、
ラ
ダ
ッ
ク
の
人
び
と
同
士
を
分
断
し
、
土
地
か
ら
切
り
離
し
、
地
球
規
模
の
経
済
シ
ス
テ
ム
の
最
下
層
に
位
置
づ
け
て
し
ま
っ
た
（p. 146
）。
抗
し
が
た
い
近
代
化
の
圧
力
が
、
個
人
を
都
市
へ
引
き
込
む
（p.
150
）。
地
域
の
相
互
依
存
の
関
係
が
崩
壊
。
家
族
、
共
同
体
の
関
係
が
崩
壊
。
「
お
互
い
さ
ま
」、「
相
互
扶
助
」
が
消
え
る
（p. 157
）。
文
化
の
一
極
集
中
化
で
、
ラ
ジ
オ
で
、
最
高
の
歌
手
、
最
高
の
語
り
手
が
聞
け
る
」、
自
分
で
歌
を
歌
っ
た
り
、
自
分
の
物
語
を
聞
か
せ
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
（p. 158
）。
五
五
ブータンの世紀の実験「GNH（国民総幸福）による国づくり」の実態と今後
一一
ラ
ダ
ッ
ク
の
実
態
か
ら
学
ぶ
〞
幸
福
〝
の
あ
り
方
西
洋
人
は
非
西
洋
文
化
を
劣
る
も
の
だ
と
決
め
つ
け
て
き
た
が
「
社
会
」
的
に
は
、
人
び
と
の
幸
福
、「
環
境
」
面
で
は
持
続
可
能
な
運
用
を
ラ
ダ
ッ
ク
文
化
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
（p. 173
）。
ラ
ダ
ッ
ク
の
人
た
ち
は
、
何
世
紀
も
の
間
、
大
切
に
し
て
き
た
社
会
的
、
環
境
的
な
バ
ラ
ン
ス
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
な
く
、
生
活
を
豊
か
に
で
き
る
（p. 176
）。一二
ラ
ダ
ッ
ク
と
ブ
ー
タ
ン
の
共
通
性
ラ
ダ
ッ
ク
や
近
隣
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
国
ブ
ー
タ
ン
の
状
況
は
、
人
間
の
幸
福
を
金
銭
だ
け
で
測
る
こ
と
の
欠
陥
を
示
し
て
い
る
。
両
国
と
も
第
三
世
界
の
多
く
の
国
と
比
べ
て
も
生
活
水
準
は
高
く
、
人
々
は
、
生
活
に
基
本
的
な
も
の
を
賄
い
、
そ
の
上
、
芸
術
や
美
し
い
音
楽
を
た
し
な
み
、
友
人
、
家
族
と
過
す
時
間
や
、
余
暇
に
費
や
す
時
間
は
西
洋
人
よ
り
も
多
い
。
だ
が
世
界
銀
行
は
、
ブ
ー
タ
ン
が
世
界
の
最
貧
国
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
Ｇ
Ｎ
Ｐ
は
小
さ
い
が
、
Ｎ
Ｙ
の
ホ
ー
ム
レ
ス
も
、
ブ
ー
タ
ン
や
ラ
ダ
ッ
ク
の
人
々
も
、
と
も
に
所
得
は
ゼ
ロ
だ
が
、
そ
の
背
後
に
あ
る
現
実
に
は
雲
泥
の
差
が
あ
る
（p. 181
）。
以
上
の
よ
う
に
、
ヘ
レ
ナ
・
ノ
ー
バ
ー
グ
・
ホ
ッ
ジ
は
結
ん
で
い
る
。
ラ
ダ
ッ
ク
が
、
王
国
が
崩
壊
し
た
あ
と
、
イ
ン
ド
の
カ
シ
ミ
ー
ル
地
方
の
一
部
と
な
っ
た
状
態
で
、
イ
ン
ド
か
ら
押
し
寄
せ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
近
代
化
の
波
に
洗
わ
れ
て
い
く
さ
ま
を
、
一
九
七
五
年
か
ら
数
年
間
直
視
し
た
貴
重
な
研
究
で
あ
る
。
本
論
前
半
の
、
ブ
ー
タ
ン
が
、
都
市
化
、
経
済
発
展
、
若
者
人
口
の
増
大
の
中
で
、
伝
統
的
な
文
化
が
、
ゆ
ら
い
で
い
る
こ
と
を
、
Ｇ
Ｎ
Ｈ
の
第
二
回
調
査
の
デ
ー
タ
を
示
し
な
が
ら
述
べ
た
が
、
ブ
ー
タ
ン
は
王
制
を
廃
止
し
て
立
憲
議
会
制
民
主
主
義
国
と
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
国
と
し
て
の
伝
統
文
化
を
守
る
こ
と
や
、
社
会
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
デ
ィ
グ
ラ
ム
・
ナ
ム
ザ
精
神
が
、
健
在
で
、
ブ
ー
タ
ン
人
が
最
も
大
切
に
し
て
い
る
「
家
族
」
の
重
視
も
ゆ
ら
い
で
い
な
い
。
Ｇ
Ｎ
Ｈ
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
国
是
と
し
て
い
る
ブ
ー
タ
ン
は
、
王
国
が
存
在
し
て
い
な
い
、
ラ
ダ
ッ
ク
と
比
べ
て
、
同
じ
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
カ
ー
ギ
ュ
派
の
文
化
（
互
助
・
互
恵
の
や
り
と
り
で
成
り
立
つ
社
会
）
を
共
有
し
つ
つ
も
国
王
に
よ
る
「
よ
き
統
治
」
が
基
礎
に
あ
る
た
め
、
ラ
ダ
ッ
ク
の
よ
う
に
簡
単
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
近
代
化
に
流
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
え
る
。
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